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確かめよう

先月見た花は
4月に見た花も

ちゃんと結実

出来たかな？

南から帰ってきて

相生山で営巣する夏鳥

キビタキの声を聞き分けよう

相生山の四季を歩く会＃114 2019.6.9

連 絡 先 （古川）

tell/fax: ０５２‐８２１‐６４６３

ｹｲﾀｲ : ０８０‐５１２４‐６４６３

e-mail : viva_forest@yahoo.co.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ: ﾗﾌﾞﾘｰｱｰｽ → 検索

ﾌﾞﾛｸﾞ:相生山からのメッセージ

次回 7月14日（日） 9：30～

～江戸町人や万葉人にならって

ハギを愛でよう 真夏の森に遊ぼう～

～深まる緑にキビタキの声が響く、

花花は実になっただろうか～

キビタキ（黄鶲）

ｽｽﾞﾒ目・ﾋﾀｷ科

日本の鳥550／山野の鳥

文一総合出版より
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梅雨に咲く花を

探そう

高い枝も地表近くも

③

④

①

⑤

②

⑥

⑧

⑨
⑦

展望台跡

⑩

⑪

⑫
⑬

⑭

相生口

山根口

菅田口

稲田口

ギャップ
道路遺構

ﾋﾉｷ人工林

周回道路

今日の順路予定

①相生口
②ｼﾝﾎﾞﾙｺﾅﾗ
③山根口
④畑地分岐
⑤双子池分岐
⑥北尾根ﾍﾞﾝﾁ
③ ⑦山根外周
② ⑧シイノキ
⑨お休み処
⑩ターミナル
⑪ｳｽﾉｷ分岐
⑫伊吹山展望
⑪ ⑬ｺﾅﾗ分岐
⑩ ⑭広場
② ①

午後は12：30～

徳林寺で

「おしゃべり会」

ｼﾝﾎﾞﾙｺﾅﾗ

北尾根

双子池

道路遺構

竹藪

竹藪

竹藪

竹藪

梅畑

梅畑

畑地

ネズミモチ（鼠黐）

ウスノキ（臼の木）

サカキ（榊）

クチナシ（口無し）

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ（紫式部）

ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ（山香し）

ズミ（酢実）

ナツハゼ（夏櫨）
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2017年6月6日

名古屋市長 河村たかし様

エコミュージアム愛知 代表 高岡立明

相生山の四季を歩く会 事務局 田中眞理

ラブリーアースJapan 事務局 古川善嗣

名古屋市南区豊4-22-10 tell/fax 052-821-6463

相生山の生態系を維持するための提案書

1.「緑地整備案の検討」において、生態系維持のためのシステム（体系、しくみ、

ルール、組織など）づくりを基本計画の優先課題とすること。

たとえばヒメボタルの時季、相生山緑地を訪れる人は宵から明け方まで、今年も週末

には数百人規模に達しました。人々が自然への関心を深める良い機会である反面、森の

生きものたちには多大なストレスを与えていると推測されます。

市道「弥富－相生山線」建設は中止になりましたが、生態系への脅威は増加し続けて

います。しかし、これまでの資料や会議記録には、こうしたことの記述はありません。

「これからは自然を大事に」の市長判断に基づき、早急な対応が望まれます。

生態系が壊されている具体的事例をいくつか列記します。

（1）緑地全域でのヒメボタルの数は20 年前に比べて明らかに減少しています。人的要

因と思われます。さらに、最近の撮影目当ての入り込みはオーバーユース状態にあり、

その影響が懸念されます。

（2）この1～2 年に限っても、ムベ・アマヅル・カラタチバナの3 種が消失し、シュン

ランは激減しています。ムベとシュンランは盗掘によるもの、アマヅルは散策路の付け

替えによるものと推察されます。

（3）散策路沿いのクロミノニシゴリは何度もくり返し伐採されています。樹種も分か

らぬままに、あちこちで木を伐り続けている人びとがいます。

（4）人の踏み込みによって散策路幅が広がったり、新しい「道」がつくられたりして

います。

2. 生態系をこれ以上壊さないため、至急対策が必要です。前項のシステムができる

までの暫定的措置として、公報やマスコミなどを通じて市民に協力を呼びかける、

巡回体制を強化する、場合によっては立ち入り制限するなど有効な手立てをとる

こと。

世界の「ＡＩＯＩＹＡＭＡ」を実現するには、避けては通れない課題に対する

提案です。ご検討をお願いいたします。

以上

名古屋市の “相生山緑地について” 第2回意見交換会は

6月13日（木）午後6時 市役所西庁舎

参加、発言、注目しつづけ、

「相生山の未来を考えていこう」とする人が

一人でも多く、と願います。
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http://aioiyama.blog.fc2.com/
http://aioiyama.blog.fc2.com/

